




















緒言 

 中枢神経障害児の睡眠の異常については睡眠時間の延長または短縮,睡眠の分断ないし

浅眠化,睡眠脳波の単純化,睡眠リズムの異常などが存在することが知られているが,睡眠

障害は患児に対する生理的な障害ばかりでなくその家族にも大きな影響を及ぼす。ヒトの

睡眠・覚醒リズムは生体個有の時計機構によって駆動される内因性リズムであり,体温リズ

ムやホルモン分泌リズムは睡眠・覚醒リズムと一定の位相を保って変化するといわれる。

内因性リズムは外界のリズムに同調して24時間の周期を示すが,恒常環境下では24時間よ

りやや長い周期でフリーランする。外界の同調因子には光,音,気温などの物理的要因と共

にヒトでは社会的要因が重要であるといわれる。我々は重篤な中枢神経障害児の睡眠・覚

醒リズム,体温リズムおよびコーチゾル分泌リズムについて睡眠・覚醒の長期観察に加え睡

眠ポリグラム的手法を用いて検討したので報告する。 


